
　目的：本研究の目的はトレッドミル上免荷歩行練習
と通常歩行練習の効果と，その持続性を比較検討する
ことである．
　対象：慢性脳卒中患者 45 名について，無作為比較
試験で行った．
　方法：被験者を　�1 　トレッドミル歩行中に FES を加
える群（GT stim 群），�2 　トレッドミル歩行で FES を
加えない群（GT 群），�3 　通常歩行（WALK 群）の各群 
15 名ずつ 3 群にランダムに振り分けた．FES は，股
伸展筋，膝伸展筋，膝屈曲筋，足回内筋に対して施行
された．評価項目は，10 m 最大歩行テスト（10 
MWT），6 分間歩行テスト（6 MWT），下肢痙性（Modi-
fied Ashworth Scale：MAS），筋力（股屈曲，膝伸展，
膝屈曲，足底屈），重心動揺検査（静的重心動揺検査，
3 方向に速く動いた時の重心移動距離，重心移動時
間），MMAS（Modified Motor Assessment Scale），FIM 
の 7 項目で行った．期間は 3 週間で，1 回 20 分の歩
行練習と 55 分の通常の理学療法を 15 回集中的に
行った．開始前，1 週間後，2 週間後，3 週間後，終
了 6 か月後（23.5±3.1W）のデータの比較を行った．統
計処理は分散分析の Tukey 検定を用いた．
　結果：3 週間の集中的なトレーニング間は 10 
MWT，重心移動距離・時間，6 MWT，MMAS におい
ては全群において改善が認められた（p＜0.05）．また，
15 回の歩行練習での総歩行距離は，GT stim 群が最も
長かった（p＜0.05）．10 MWT，6 MWT，重心動揺検
査，MMAS，FIM では 3 群間での有意差は認められな
かった．リハビリ終了後のデータは MMAS を除いて
はトレーニング終了時と有意差は認められなかった．
歩行練習の方法の違いによる効果に差は認められな
かったが，3 週間の集中的な歩行練習をすることによ
り，練習後約 6 か月間はその効果が保たれることが明
らかとなった． 

　目的：スイスボール（不安定面）上と安定面上での異
なった種類のコア・スタビリティー（体幹を動かさず
四肢を特定方向にゆっくりと動かす）課題における腰
椎・骨盤筋の活動，および腹部の外腹斜筋・腹横筋と
内腹斜・脊柱起立筋，腹直筋の関係を相対的な活動レ
ベルで調べる．
　方法：健常者 8 人を被験者にスイスボール上と安
定面上でそれぞれ 4 種類の運動（�1 　斜め腕立て伏せ，
�2 　上体伸長，�3 　反対側片足保持，�4 　四つ這い姿勢運
動）を行わせ，腹部・腰椎骨盤部の諸筋肉の活動レベル
を表面筋電図計で計測した．
　結果：スイスボール上での腕立て伏せ（高い姿勢の
時）と片足（立ち）保持で腹直筋の活動に有意な増大が
認められた．これは，スイスボール上での運動が安定
面上のそれに比べて筋肉の活動レベルを増大させたで
あろうという仮説を支持するものであった．さらに
種々の特殊な運動が諸筋肉間の異なった共同（協調）作
用関係を含んでおり，スイスボールがそれらの関係に
直接的に影響し得る証拠も示された．それは，コア・
スタビリティー運動が運動パターンに多様性を持つべ
きことを示唆している．
　しかし同時に，今回の結果はコア・スタビリティー
運動に関して問題を提起する．なぜなら四つ這い姿勢
での運動は腹直筋の活動レベルを極小化することで局
部的な（腹横筋など体深部の腹壁固有の筋肉に関係す
る）スタビリティーに適するとされている運動パター
ンを模したものであるが，スイスボールは腕立て伏せ
（高い姿勢の時）と片足立ち保持において逆に腹直筋の
活動を増大させたからである．
　今後のさらなる研究で，スイスボールによって引き
起こされる腹直筋の活動レベルの増大がコア・スタビ
リティー運動の目的に有用であるかどうか，腹直筋の
活動の極小化がコア・スタビリティー運動において優
先されるべきものであるのかどうかを解明する必要が
ある．
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